


2

　
物
語
の
あ
ら
ま
し
は
？

「
ア
モ
ー
レ
は
、絵
画
や
彫
刻
な
ど
に
登
場
す
る
幼

児
の
姿
を
し
た
愛
の
神
、キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
こ
と

で
、愛
と
美
の
女
神
ヴ
ェ
ー
ネ
レ
の
息
子
で
す
。

ヴ
ェ
ー
ネ
レ
は
、人
間
の
娘
で
あ
る
プ
シ
ケ
が
あ
ま

り
に
美
し
い
ゆ
え
に
、人
々
か
ら
自
分
よ
り
も
崇
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
激
怒
し
て
、息

子
の
ア
モ
ー
レ
に『
プ
シ
ケ
が
世
界
で
一
番
み
じ
め

で
い
や
ら
し
い
男
と
恋
に
落
ち
る
よ
う
、金
の
矢
を

射
か
け
よ
』と
命
じ
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ア
モ
ー
レ

は
プ
シ
ケ
を
一
目
見
て
恋
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。一
方
、プ
シ
ケ
の
父
王
は
、婚
期
の
遅
れ
た

娘
の
身
を
案
じ
て
ア
ポ
ロ
の
神
託
を
受
け
た
と

こ
ろ
、プ
シ
ケ
を
山
頂
の
岩
の
上
に
置
き
去
り

に
す
る
よ
う
に
、と
言
わ
れ
ま
す
。岩
山
に
置
き

去
り
に
さ
れ
た
プ
シ
ケ
は
、西
風
に
運
ば
れ
て

不
思
議
な
宮
殿
に
着
き
、姿
の
み
え
な
い
宮
殿

の
主
の
妻
と
し
て
幸
福
な
日
々
を
送
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。で
も
、プ
シ
ケ
の
姉
た
ち
が
妹
の
幸

せ
を
妬
ん
で
悪
知
恵
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
、波

瀾
の
展
開
と
な
り
ま
す
」

　
興
味
津
々
の
物
語
で
す
が
、こ
れ
は
、既
存

の
オ
ペ
ラ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

「
ロ
ー
マ
時
代
の
作
家
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
の『
黄
金

の
ロ
バ
』を
踏
ま
え
て
、日
本
語
台
本
を
書
き
起

こ
し
ま
し
た
。音
楽
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
初

期
バ
ロ
ッ
ク
期
の
メ
ガ
・
ヒ
ッ
ト
曲
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
選
び
ま

し
た
。パ
ス
テ
ィ
ッ
チ
ョ
と
い
う
手
法
で
す
。台

詞
で
物
語
を
進
行
さ
せ
ま
す
の
で
、ジ
ン
グ

みろく・ただし
千葉大学・同大学院、東京藝大を経て、1996～99年バッハ・コレギウム・ジャパンのメンバーとして活動後、イタリア政
府奨学生として渡伊。世界水準のカウンターテナーとして国内外のオペラやリサイタルで活躍し、紀尾井ホールには
「オリンピーアデ」(15年・17年)、午後の音楽会(17年・18年)に出演している。神奈川県立音楽堂ではファビオ・ビオン
ディ／エウローパ・ガランテのバロック・オペラ公演で演出を務め高く評価され、NHK「テレビでイタリア語」テキストで
の連載（「歌うギリシャ神話」として単行本化）など文筆活動も好評で、活躍は多岐にわたる。邦楽とのコラボレーション
にも意欲的で、市川海老蔵特別公演《源氏物語》では出演の傍ら、歌唱・音楽アドバイザーを務めている。2012年度
（第63回）芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞。　　　　　　　　　　　　

20日 19日

シ
ュ
ピ
ー
ル
と
い
う
か
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
考
え

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。日
本
舞
踊
、ダ
ン

ス
、能
の
要
素
に
、古
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
和
洋
折

衷
の
舞
台
作
品
で
す
」

　
登
場
人
物
と
キ
ャ
ス
ト
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

「
ア
モ
ー
レ
は
神
々
の
中
で
最
も
美
し
い
と
い
わ
れ

る
美
青
年
神
で
す
。多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に
活
躍
す

る
ダ
ン
サ
ー
の
白
髭
真
二
さ
ん
に
踊
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。プ
シ
ケ
は
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、愛
の

た
め
に
は
勇
敢
に
な
れ
る
女
性
で
す
。日
本
舞
踊

家
の
花
柳
凜
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
」

　
能
の
世
界
か
ら
は
、観
世
喜
正
さ
ん
と
梅
若
紀

彰
さ
ん
が
ヴ
ェ
ー
ネ
レ
役
兼
父
王
役
を
ダ
ブ
ル・

キ
ャ
ス
ト
で
務
め
ま
す
ね
。と
も
に
、能
楽
界
を
牽

引
す
る
能
楽
師
で
す
。

「
私
は
、キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
公
演
の
成
否
が
80
％

決
ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。観
世
流
シ
テ
方
の
お
二

人
に
出
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
ら
、1
日
だ
け
な

ら
何
と
か
、と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
い
た
だ

け
、夢
の
よ
う
な
ダ
ブ
ル
・
キ
ャ
ス
ト
が
実
現
し
ま

し
た
」

　
音
楽
の
聴
き
ど
こ
ろ
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

「
濱
田
芳
通
さ
ん
率
い
る
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ア

ン
ト
ネ
ッ
ロ
が
出
演
し
ま
す
。フ
ル
ー
ト
と
コ
ル

ネ
ッ
ト
の
濱
田
さ
ん
、ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
の
石

川
か
お
り
さ
ん
は
じ
め
、チ
ェ
ン
バ
ロ
、リ
ュ
ー
ト

な
ど
腕
達
者
揃
い
の
世
界
的
ス
ー
パ
ー
古
楽
集
団

で
す
。今
回
は
箏
の
吉
永
真
奈
さ
ん
が
共
演
し
ま

す
の
で
、和
の
音
が
加
わ
っ
て
さ
ら
に
面
白
く
な
る

で
し
ょ
う
。

　

歌
は
イ
タ
リ
ア
語
で
す

が
、日
本
語
の
台
詞
で
ス

ト
ー
リ
ー
が
進
行
し
ま
す

し
、誰
も
が
楽
し
め
る
舞
台

で
す
。こ
の
か
つ
て
な
い
音

楽
舞
踊
劇
を
、ど
う
か
実
際

に
体
験
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

14：00開演
3/19●・20●●3/19●・20●●●●●●木 金祝

18：00開演
2020

販売中

制
作
総
指
揮
・
彌
勒
忠
史

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
取
材
・
文
／
萩
谷
由
喜
子

2
0
2
0
年
3
月
、誰
も
観
た
こ
と
の
な
い
新
作
舞
台

バ
ロ
ッ
ク・オ
ペ
ラ
絵
巻『
ア
モ
ー
レ
と
プ
シ
ケ
』が
上
演
さ
れ
る
。

一
体
、ど
ん
な
公
演
な
の
か
、制
作
総
指
揮
の
彌
勒
忠
史
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

公演特設サイトは
こちら！

Ⓒ前島吉裕 花柳　凜
プシケ

濱田芳通
音楽ディレクター

白髭真二
アモーレ／西風

観世喜正梅若紀彰
ヴェーネレ／父王
ダブルキャスト
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熊
本
地
震
か
ら
3
年
あ
ま
り
が
経
ち
ま
し
た
。少
し

ず
つ
復
興
は
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
道
の
り
は
遠
く
続
い

て
い
ま
す
。コ
ン
ク
ー
ル
を
主
催
し
て
い
る
く
ま
も
と
大

邦
楽
祭
実
行
委
員
会
は
、地
震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず

文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
今
年
、「
私
た
ち
の
未
来
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
文
芸
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、市

内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
6
7
1
点
も
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。今
回
の
演
奏
会
で
は
、優
秀
作
品
を
基
に

詩
人
の
和
合
亮
一
氏
に
詞
章
を
作
成
い
た
だ
き
、藤
原
道

山
氏
に
作
曲
を
委
嘱
し
た
邦
楽
作
品
を
初
演
し
ま
す
。

ま
た
、2
0
2
0
年
6
月
14
日
の「
く
ま
も
と
大
邦
楽
祭

2
0
2
0
」（
会
場:

熊
本
市
民
会
館
）で
、さ
ら
に
編
成

を
変
え
て
披
露
し
ま
す
。熊
本
を
題
材
と
し
た
新
し
い

邦
楽
作
品
が
、日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
で
も
演
奏
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。裏面には次の文章が彫られている。「生田流地唄、箏曲中

興の師、長谷検校（幸輝 一八四二～一九二五熊本県近代
文化功労者）は苦境深まった明治の終わり、この地にけい
こ場、住居を構え、多くの門人を育てました。宮城道雄師
も教えを乞いにここにやって来ました。作曲もせず、ひたす
ら古曲に新しい息吹を吹き込むことに生涯をかけた長谷
検校の芸譜を忍んでこの碑を建立します。（原文ママ）」

　

1
8
4
2
年
、現
在
の
熊
本
市
中
央
区
上
鍛
冶
屋
町

に
誕
生
し
ま
し
た
。6
歳
で
失
明
し
、地
歌
演
奏
家
の
道

を
選
び
ま
す
。後
に
東
京
へ
出
て
九
州
系
地
歌
を
全
国

に
普
及
さ
せ
ま
し
た
。ま
た
、小
ぶ
り
だ
っ
た
地
歌
三
味

線
の
各
部
、胴
、駒
、棹
、撥
そ
れ
ぞ
れ
の
改
良
を
試
み
、現

在
普
及
し
て
い
る「
九
州
三
味
線
」と
呼
ば
れ
る
地
歌
三

味
線
の
基
礎
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。当
道
座
※
1

が
明
治
4
年（
1
8
7
1
）に
廃
止
さ
れ
た
当
時
は「
勾

昨
年
の
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル
に
引
き
続
き
、

熊
本
県
で
開
催
し
て
い
る
く
ま
も
と
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が

今
年
25
回
を
迎
え
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
元
と
な
っ
た

熊
本
市
の
地
歌
三
弦
の
名
人
と
し
て
活
躍
し
た

長
谷
幸
輝
検
校
の
没
後
1
0
0
年
に
あ
た
る
こ
と
を

記
念
し
て
、そ
の
功
績
を
辿
る
と
と
も
に

こ
れ
ま
で
の
優
勝
者
に
よ
る
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

14：00開演
2/23●日

長谷検校没後100年
記念演奏会

歴代の最優秀賞受賞者が出演します （ ）は部門

2020

長
谷
幸
輝
検
校

（
1
8
4
2
〜
1
9
2
0
）

若
手
邦
楽
演
奏
家
の

登
竜
門

文
芸
作
品
と
新
曲

※１ 江戸時代の男性盲人の職能団体 
※２ 当道座の階級。上位から検校、別当、勾当、座頭

当
※
2
」で
し
た
。そ
の
後
、明
治
末
期
に
彼
が
上
京
し
た

折
、そ
の
業
績
を
高
く
評
価
し
た
東
久
世
伯
爵
か
ら「
検

校
」の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。さ
ら
に
大
阪
で
発

足
し
た
地
歌
箏
曲
の
団
体「
当
道
音
楽
会
」か
ら
、日
本
一

の
名
手
と
し
て
、明
治
44
年（
1
9
1
1
）に「
名
誉
大
検

校
」の
称
号
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

熊
本
県
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
、長
谷
検
校
を
顕
彰

し
て
創
設
さ
れ
た「
く
ま
も
と
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、邦
楽
の
継
承
と
発
展
を
目
的
と
し
、「
箏
曲
」「
尺
八・

笛
音
楽
」「
琵
琶
楽
」「
三
味
線
音
楽
」「
三
曲
等
合
奏
」の

5
つ
の
部
門
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。年
齢
、国
籍
、プ
ロ
・

ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
、将
来
邦
楽
の
道
を
進
む
意
思
を

持
っ
た
方
を
対
象
と
し
、世
界
で
活
躍
す
る
多
く
の
演

奏
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。毎
年

6
月
に
行
わ
れ
、全
国
各
地
か
ら

応
募
が
あ
り
尺
八
の
部
は
中
国

か
ら
の
参
加
者
も
多
い
で
す
。何

度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
出
場
者
が

い
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第1回  田辺頌山（尺八） 第5回  山路みほ（箏）

第6回  菊央雄司（三味線） 第8回  遠藤千晶（箏）

第10回  岩田卓也（尺八） 第12回  北原香菜子（琵琶）

第18回  中彩香能（三味線）

第21回  本條秀慈郎（三味線） 第22回  岡村慎太郎（三味線）

第14回  黒川真理（箏）

第23回  大川義秋（箏）

と
う
ど
う

こ
う

と
う

な
が
た
に
ゆ
き
て
る
け
ん
ぎ
ょ
う

な
が
た
に
ゆ
き
て
る

友の会優先発売 • • •11/5●火    一般発売 • • •11/7●木

Ⓒ2019 Ookawa Yoshiaki
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ミュージカル

近
年
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
オ
ペ
ラ
の

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、オ
ペ
レ
ッ
タ
の
殿
堂
、

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ォ
ル
ク
ス
オ
ー
パ
ー
の

2
0
1
9
〜
2
0
2
0
シ
ー
ズ
ン
で

は
、「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」や「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
」が
上

演
さ
れ
ま
す
し
、2
0
1
8
年
に
は

「
回
転
木
馬
」も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
回
転
木
馬
」は
、ロ
ン
ド
ン
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ

ラ（
2
0
1
6
年
）や
シ
カ
ゴ
・
リ
リ
ッ

ク
・
オ
ペ
ラ（
2
0
1
5
年
）で
も
上
演

さ
れ
ま
し
た
。か
つ
て
は
キ
リ
ル
・ペ
ト

レ
ン
コ（
現
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
首
席
指

揮
者
）が
音
楽
監
督
を
務
め
た
ベ
ル
リ

ン
・
コ
ー
ミ
ッ
シ
ェ
・
オ
ー
パ
ー
で
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
、「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス

ト
ー
リ
ー
」や「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
弾
き
」が
上
演
さ
れ
ま
す
。オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
上
演
は

ま
す
ま
す
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、歌
手
で
は
、人
気
ソ
プ
ラ
ノ
の

ル
ネ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
が
、2
0
1
8
年
、

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
劇

場
で
の「
回
転
木
馬
」に
出
演
し
、権
威

あ
る
ト
ニ
ー
賞
の
助
演
女
優
賞
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。名
バ
リ
ト
ン
の

ブ
リ
ン
・
タ
ー
フ
ェ
ル
は
、「
ス
ウ
ィ
ー

ニ
ー
・
ト
ッ
ド
」の
タ
イ
ト
ル
・
ロ
ー
ル

を
こ
の
15
年
ほ
ど
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
と

し
て
い
ま
す
。オ
ペ
ラ
歌
手
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
へ
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
軍
人
と
ア
ジ
ア
女
性
の
悲
劇

を
描
く「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」が
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
オ
ペ

ラ
「
蝶
々
夫

人
」の
ベ
ト
ナ

ム
版
で
あ
る

こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、プ
ッ

チ
ー
ニ
の
オ
ペ

ラ
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
へ
の

影
響
は
そ
れ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ロ
ッ
ク
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
レ
ン
ト
」も
プ
ッ
チ
ー

ニ
の「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」を
原
作
と
し
て

い
ま
す
。「
レ
ン
ト
」で
は
、場
所
を
19
世

紀
半
ば
の
パ
リ
の
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン

か
ら
20
世
紀
末
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

イ
ー
ス
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
移
し
、ミ
ミ

は
結
核
で
は
な
く
エ
イ
ズ
を
患
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」自
体
も

2
0
0
2
年
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
上

演
さ
れ
た
の
で
し
た
。プ
ッ
チ
ー
ニ
の

オ
ペ
ラ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
の
近
さ
を

感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
は
、「
レ・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」の
作
曲
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
と
い
え
ば
、十
二
音
技
法
の
創
始

者
で
あ
り
新
ウ
ィ
ー
ン
楽
派
の
中
心
人

物
で
あ
っ
た
ア
ル
ノ
ル
ト
・シ
ェ
ー
ン
ベ

ル
ク
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、ク
ロ
ー

ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
ア
ル
ノ
ル
ト
と
は

遠
い
親
戚
に
あ
た
る（
共
通
の
親
戚
が

い
る
程
度
）も
の
の
、ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ

シ
ェ
ル
は
、フ
ラ
ン
ス
人
だ
け
に
、

「
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
」で
は
な
く「
シ
ェ
ー

ン
ベ
ル
グ
」と
記
す
の
が
正
し
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
、

1
9
4
4
年
、フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
で
、ハ
ン
ガ
リ
ー
系
ユ
ダ
ヤ

人
の
家
庭
に
生
ま
れ
ま
し
た
。父
親
は

ピ
ア
ノ
の
調
律
師
で
し
た
。ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
ク
ロ
ー

ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
、映
画
の「
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
・ス
ト
ー
リ
ー
」を
見
て
、強

い
衝
撃
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。そ
の

後
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
作
曲
を
手
掛
け

る
よ
う
に
な
り
、「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

（
1
9
8
0
年
）で
ブ
レ
ー
ク
す
る
の
で

し
た
。そ
の
後
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
大

作
曲
家
と
な
っ
た
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
は

1
9
8
9
年
に「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」を

完
成
さ
せ
ま
す
。

プ
ッ
チ
ー
ニ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ク
ロ
ー
ド
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル・

　
　
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て

幾多の名曲・名歌を生んでいるミュージカル。クラシック音楽とも深い関わりのある
作品もたくさんあります。ミュージカルの今、オペラとの親和、そして
ヒットナンバーを多数世に出した大作曲家、シェーンベルクをめぐる3つのお話です。

毎回クラシック音楽にまつわるテーマに基づく３つの話をご紹介します。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
オ
ペ
ラ

をめぐる3つの話 文・山田治生

 ミュージカルをめぐる紀尾井ホール公演

曲目
〔第一部〕プッチーニ：誰も寝てはならぬ（『トゥーランドット』より） 
　　　　プッチーニ：愛らしい乙女よ（歌劇『ラ・ボエーム』より） 
　　　　ロジャース：すべての山に登れ（『サウンド・オブ・ミュージック』より） 
　　　　ロウ：踊り明かそう（『マイ・フェア・レディ』より）
　　　　C.M.シェーンベルク：世界が終わる夜のように（『ミス・サイゴン』より） ほか 
〔第二部〕On the Christmas day～
　　　　今夜、紀尾井ホールに起きるクリスマスの奇跡

日鉄ソリューションズプレゼンツ
紀尾井クリスマスコンサート2019
歌で楽しむクリスマス2 聖夜の奇跡

12/21●土
各日 16：00開演

・22●日

12/21●土 
12/22●日　

出演　
嘉目真木子（ソプラノ）、西村 悟（テノール）、北翔海莉 （ヴォーカル）
加藤昌則（ピアノ・編曲・構成）、水谷 晃（ヴァイオリン）、辻本 玲（チェロ）
長谷川初範（司会・語り）、ハルモニア・アンサンブル（混声合唱）

ともに残席僅少
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紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

●特 別 協 賛　日鉄ソリューションズ／三菱商事
●みやび会員　伊藤忠商事／大島造船所／ＫＤＤＩ／菅原／住友商事／丸紅／三井住友銀行／三井物産／三井不動産／三菱商事／
　　　　　　　三菱地所／メタルワン　ほか匿名２社
●ひびき会員　オカムラ／きらぼし銀行／竹中工務店／山下設計
●みどり会員　青鬼運送／赤坂維新號／赤坂 エクセルホテル東急／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／A.ランゲ＆ゾーネ／
NSシンフォニー・オーケストラ／NTTドコモ／荏原冷熱システム／鹿島建設／ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／
上智大学／スタインウェイ・ジャパン／西武プロパティーズ／大成建設／高砂熱学工業／千代田商事／テェイスト･ライフ／
東芝ライテック／永田音響設計／日活アド・エイジェンシー／日本ハム／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック
／富士ゼロックス／松尾楽器商会／三井住友信託銀行／三菱電機ビルテクノサービス／三菱UFJ銀行／三菱UFJ信託銀行
／三菱UFJモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／ヤフー／ヤマハサウンドシステム／有帆
●あおい会員　青木陽介／石崎智代／磯部治生／井上善雄／片山能輔／栗山信子／近藤貴子／佐久間庸行／佐部いく子／志立正嗣／
清水多美子／清水康子／鈴木 亮／高下謹壱／高橋義徳／外山雄三／中西達郎／西村剋美／原田清朗／北條哲也
／牧本恵美子／松枝 力／松本美恵／簑輪永世／陸田 実／村上喜代次／村田正仁／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子   

ほか匿名21名　計88口

（五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略） 2019年10月1日現在

アステック入江／五十鈴／NSユナイテッド海運／NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース
／エヌテック／大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／合同製鐵／
小松シヤリング／山九／産業振興／三晃金属工業／サンユウ／三洋海運／ジオスター
／日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄ソリューションズ／新日本電工／スガテック／
大同特殊鋼／大和製罐／高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／DNPエリオ／テツゲン
／東海鋼材工業／東邦シートフレーム／トピー工業／日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／日鉄環境
／日鉄建材／日鉄鋼管／日鉄鉱業／日鉄鋼線／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄日新製鋼／日鉄物産／日鉄物流／日鉄物流君津
／日鉄物流八幡／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／日鉄溶接工業／日本金属
／日本触媒／日本鐵板※／濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／
幕張テクノガーデン／松菱金属工業／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業

日本製鉄　　　　　　　　　　　　　　　　  　  （2018年度、匿名一社除く）

（社名五十音順。｢株式会社｣等表記略）

※2019年7月1日よりNST日本鉄板へ商号変更

紀尾井の入門 ！ 2019
ようこそ邦楽 誰でもトライアル

紀尾井の入門 ！ 2019
邦楽の手ほどき 学べる和楽器

7.25
●木

7.27
●土7.28

●日

9.12
●木

最 近 の 公 演 か
ら

紀尾井 明日への扉
第24回
ディアナ・ティシチェンコ （ヴァイオリン）

2018
伊藤恵プロデュース
ピアノ！ ピアノ!! ピアノ!！！
紀尾井ホール・新ピアノお披露目アンサンブルコンサート

7.12
●金

2018

9.5
●木

音楽でつづる文学 2
平家物語
ー 竹生島 ー紀尾井 明日への扉

第25回
本堂 誠 （サクソフォン）

一番楽しかったの
はびわです。
全部楽しかったけ
どびわが一番たの
しかったです。

アンケートより

▲本堂誠さんの代名詞ともいえる
バリトンサックス。繊細な音から
ダイナミックな音まで自由自在です。

終演後に
ピアノの
羽石道代
さんと。

▶韓国の伝統楽器
「カヤグム」が初登場

▲大トリは出演者全員で、
北村朋幹さんが編曲した
『ボレロ』を演奏、
圧巻でした。

素晴らしい（ピアノ
も含めて）！20世紀
のこれら個性的な
4曲の魅力を余す
ところなく表現した
見事な演奏。

アンケートより

▶竹生島にまつわ
る曲を

さまざまなジャンル
でご紹介しました

。

▲長唄の唄ワークショップ。

抑揚と、古い日本語の詞が
難しい！
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10：00～18：00（日・祝休）
チケットのお申込み

http://www.kioi-hall.or.jp
03-3237-0061TEL.〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号

TEL. 03-5276-4500㈹　FAX. 03-5276-4527
http：//www.kioi-hal l .or. jp

紀尾井ホールチケットセンター
紀尾井ホールウェブチケット

◉編集後記　今号に登場の鶴澤藤蔵さん。お話の途中からは三味線を構えて「こうい
う場面では～（ジャンジャンジャン）、こんな風に～（デンデンデン）」と、聞き手の目を
じっと見ながら実演してくださり、太棹三味線の音色と音圧、そして藤蔵さんの気迫に
圧倒され、思わず息をのんで聞き入ってしまいました。紀尾井ホールでも多数の義太
夫公演が行われています。ぜひ間近で義太夫の技と迫力を体感していただきたいと
思います。　〈Ｅ〉

◉表紙から　すっかり秋も深まってきました。黄葉は陽の光に照らされるとより一層
美しいですよね。今年も行き交う人々の目を楽しませてくれることでしょう。ただし、
実が落ちるころはあの匂いも漏れなくついてきます……。
○撮影場所　紀尾井坂  

編 集 部 だ よ り

紀尾井ホールから徒歩5分ほどの場所に位置
する東京ガーデンテラス紀尾井町にある「銀
座 㐂いち」は、手間をかけ、技が光る大皿料理
が自慢の店です。ランチタイムでは本格的な
割烹料理を楽しめる松花堂弁当「㐂いち御
膳」をはじめとして「生バラちらし御膳」「鯛
御膳」「牛ロース網焼御膳」といった4種類の
御膳をご用意しております。ほっと落ち着く店
内で、コンサートの前に和の心に触れるひと
時をぜひお過ごしください。

暦の上では秋を迎えた8月24日(土)、紀尾井小ホールで友の会イベントを開催
しました。今回は2020年3月開催のバロック・オペラ絵巻「アモーレとプシケ」
をプロデュースするカウンターテナー歌手・彌勒忠史さんをお招きして、物語
にまつわる歌とトークでお楽しみいただく趣向。彌勒さんの美しく澄んだ歌
声、高本一郎さんのリュートの優しい音色は、まだ暑さの残る初秋の午後に一
服の清涼剤となりました。また、ギリシャ・ローマ神話に登場するアモーレとプ
シケを題材とした古今の彫像や絵画をプロジェクターで映し出して、物語を生
き生きと語っていただきました。

第32回 紀尾井友の会イベント

来年はホール開館25周年のアニバーサリーイヤー
です。1年を盛り上げる記念ロゴマークができまし
た。クラシックホールのテーマカラー“緑”と、邦楽
ホールのテーマカラー“紫”、そしてホールの特徴で
ある木と、未来への光・ホールロビーに射す光のイ
メージで構成されています。さまざまな特別企画も
目白押し！次号、紀尾井だより139号でその全貌が
明らかに。こうご期待！

「彌勒忠史 恋の季節・初秋のアモーレ！」を開催

公演前には今年35周年を迎え
た、レストラン「トゥールダルジャ
ン 東京」で、このイベントのため
だけに作られた豪華メニューを
味わう昼食会を開催しました。参
加された皆さま口々に「とても素
晴らしかったです！ ぜひまた開催
してください」と、興奮の面持ち
で感想を語っておられました。

東京ガーデンテラス紀尾井町 3F

銀座 㐂いち

■営業時間  11:30～15:00（LO 14:30） 
                 17:30～22:00（LO 21:30）
■定休日　毎週、日曜日　■お問合せ  TEL.03-6256-9663

㐂いち御膳 3,850円（税込）  
生バラちらし御膳 4,180円（税込）  
鯛御膳 3,100円（税込）    
牛ロース網焼御膳 3,080円（税込）  

紀尾井友の会会員さま限定特典 11月30日まで

ランチタイムご利用の際に小鉢を無料で１つサービス
※ご来店時に会員証をご提示ください ※紀尾井友の会、優待サービスと
の併用可 ※ディナータイムでの利用不可 

■指揮・ヴァイオリン  ライナー・ホーネック
■曲目  ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲ニ長調 Op. 61
           　　　　　　　交響曲第7番イ長調 Op. 92
■料金(税込)  S：6,000円  A:4,000円  　　A :1,500円
                   ※当公演は「紀尾井友の会」「定期会員」への
                      優先発売ならびに割引購入対象外
■お取扱い  中京テレビ事業チケットセンター
                 TEL 052-320-9933・WEBチケット
■お問い合わせ  中京テレビ事業
                       TEL 052-588-4477
                       (10時～17時/土・日・祝休)

紀尾井ホール室内管弦楽団は愛知県の東海市制50周年
を記念して、東海市芸術劇場にてお祝い公演を行います。
生誕250年を迎える楽聖ベートーヴェンの「傑作の森」
（ロマン・ロランの言）といわれる年代の名曲から、記念公
演にふさわしい贅沢なプログラムをお贈りします。

東海市公演のご案内
2020年2月16日（日）15時開演  東海市芸術劇場大ホール

2020年は紀尾井ホール
開館25周年！

き

左から彌勒忠史さん、高本一郎さん

公演の詳細はP2☞

※写真はイメージです。

紀尾井友の会
特典施設の
ご紹介 37




